














要約 医療・保健・福祉機関の合同調査をし、虐待像と機関役割を疫学的に分析した。

1.調査票の回収できたのは実人数 316人。診断別では身体的暴行 182 人、Neglect106 人、

性的暴行 28人である。

2.報告機関別では、医療機関は乳幼児の身体的暴行が、保健所は乳幼児の身体暴行と

Neglect が、児相は学童の身体的暴行と性的暴行が多いという、機関別特徴がみられた。

3.診断時の症状として外傷はどの機関にもみられたが、医療機関は身体症状が、保健所は

発達の遅れ・発育障害が、児相は行動情緒問題が他の機関に比して多い。

4.死亡 17 人(5%)を認めた。身体的暴行9人、Neglect8 人で Neglect の死亡率が高い。

5,診断後の機関連携は医療機関・保健所・家児相は調査機関相互及び保育所との連携が多

いが、児相は学校・収容施設・福祉事務所・警察との連携が多い。


